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混
成
団
（
団
長

佐
藤

正
典
一
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
二
日
（
日
）
あ
い
ば

野
基
本
射
場
（
滋
賀
県
高
島
市
）
に
お
い
て
射

撃
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
射
撃
技
能
の
向
上
を
促
す
と

と
も
に
、
部
隊
の
団
結
強
化
及
び
士
気
の
高
揚

を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
、
部
隊
の
部
及
び
個
人

の
部
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
た
。

選
手
た
ち
は
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
部
隊
及

び
個
人
の
名
誉
の
た
め
日
頃
の
練
成
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

本
競
技
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と

お
り
。

中
部
方
面
総
監
方
面

格
闘
集
合
教
育
視
察

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日

（
火
）
、
中
部
方
面
総
監
（
鈴
木

陸
将
）
に
よ
る
、
方
面
格
闘
集
合

教
育
の
視
察
を
受
け
た
。

本
教
育
は
、
混
成
団
が
担
任
し
、

方
面
隊
直
轄
の
部
隊
（
施
設
団
を

除
く
。
）
か
ら
三
十
二
名
の
格
闘

指
導
官
を
目
指
す
隊
員
が
集
ま
り
、

一
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
日
の
間

行
わ
れ
た
。

準備線で点検を受ける選手

優勝した第４陸曹教育隊

選手宣誓（４曹教） 団長訓示

緊張の面持ちで射撃の順番を待つ選手

弾薬受領 弾薬準備 射撃の様子

視 察

的の操作を行う勤務員

格闘練成



第３１号 か け は し（２）

第
七
十
二
回
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
支
援

大
津
駐
屯
地
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月

五
日
（
日
）
、
滋
賀
県
大
津
市
で
行
わ
れ

た
、
第
七
十
二
回
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
支
援
し
た
。

今
大
会
は
、
第
十
六
回
世
界
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
（
二
〇
一
七
・
ロ
ン
ド
ン
）

代
表
選
手
選
考
を
兼
ね
て
い
る
重
要
な
大

会
の
一
つ
。
駐
屯
地
は
、
今
年
も
、
取
材

車
、
監
察
車
、
総
務
車
、
技
術
総
務
車
の

運
行
及
び
役
員
の
輸
送
、
資
材
の
運
搬
等
、

人
員
二
十
五
名
、
車
両
十
四
両
を
も
っ
て

支
援
し
、
大
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し

た
。ま

た
、
三
月
四
日
（
土
）
毎
日
新
聞
朝

刊
（
滋
賀
版
）
に
「
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
支
援
す
る
陸
上
自
衛
隊
大
津
駐

屯
地
の
隊
員
た
ち
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

混
成
団
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月

十
六
日
（
木
）
か
ら
十
七
日
（
金
）

の
二
日
間
、
平
成
二
十
八
年
度
全
国

混
成
団
長
会
議
を
大
津
駐
屯
地
で
実

施
し
た
。

こ
の
会
議
は
年
に
一
回
行
わ
れ
、

今
回
の
会
議
で
は
、
陸
幕
、
幹
部
学

校
の
参
加
を
得
て
、
各
混
成
団
が
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
状
況
を
発
表
し

た
後
に
討
議
等
を
行
っ
た
。

二
日
目
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
最

後
に
部
外
防
災
研
修
と
し
て
、
大
阪

府
に
あ
る
、
津
波
高
波
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
研
修
し
全
国
混
成
団
長
会
議
を

終
了
し
た
。

津波高波ステーションの研修（大阪府西区）

地点指示各混成団による活動状況等の発表

４曹教の居室見学

びわ湖毎日マラソンを支援する隊員取材車の支援

大型車両による役員・用具輸送支援

各方面混成団長



第３１号 か け は し（３）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

連
隊
（
連
隊
長

茅
野
一
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
九
年
一
月

二
十
二
日
、
あ
い
ば

野
基
本
射
場
（
滋
賀

県
高
島
市
）
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
、
平

成
二
十
八
年
度
中
部

方
面
混
成
団
小
火
器

射
撃
競
技
会
に
参
加

し
た
。

競
技
会
は
、
戦
闘

員
と
し
て
必
要
な
射

撃
練
度
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
部
隊

の
団
結
強
化
及
び
隊

員
の
士
気
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
、
上
級
検

定
課
目
（
九
・
十
習

会
）
で
競
技
、
団
隷

下
の
五
コ
部
隊
が
参

加
し
、
部
隊
及
び
個

人
の
部
に
お
い
て
射

撃
練
度
を
競
っ
た
。

競
技
間
、
連
隊
を

代
表
す
る
百
十
五
名

の
選
手
達
は
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
射
撃
練

度
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
連

隊
長
要
望
事
項
「
迷

う
な
」
「
ガ
ク
引
き

す
る
な
」
「
自
信
を

持
っ
て
撃
て
」
を
胸

に
一
発
必
中
の
信
念

で
射
撃
、
結
果
は
準

優
勝
だ
っ
た
も
の
の
、

八
名
の
隊
員
が
十
発

中
八
発
を
命
中
さ
せ
、

表
彰
式
に
お
い
て
は

上
位
三
名
が
団
長
表

彰
を
受
け
た
。

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

連
隊
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十

七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
間
、
あ
い

ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
高
島
市
）
で
実

施
さ
れ
た
、
平
成
二
十
八
年
度
中
部
方

面
隊
統
制
総
合
戦
闘
射
撃
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
増
強
普
通
科
中
隊
内
各

級
指
揮
官
の
射
撃
指
揮
、
諸
職
種
間
の

火
力
調
整
の
二
点
を
主
要
演
練
項
目
と

し
て
実
施
さ
れ
、
諸
職
種
部
隊
（
戦
車

小
隊
、
特
科
中
隊
、
重
迫
撃
砲
小
隊
）

を
編
組
し
た
増
強
普
通
科
中
隊
（
第
一

中
隊
及
び
第
四
中
隊
が
実
施
）
を
基
幹

に
、
一
連
の
防
御
戦
闘
状
況
下
（
第
一

状
況
～
第
六
状
況
）
で
の
総
合
戦
闘
射

撃
要
領
を
実
弾
射
撃
を
も
っ
て
演
練
し

た
。

射
撃
に
は
、
第
八
次
即
応
予

備
自
衛
官
招
集
訓
練
で
出
頭

し
た
第
一
中
隊
、
第
四
中
隊
、

重
迫
撃
砲
中
隊
の
即
応
予
備

自
衛
官
八
十
四
名
も
参
加
し
、

各
種
火
器
の
連
携
要
領
・
射

撃
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

連
隊
（
連
隊
長

高
山
一
陸
佐
）
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
十
二
日
（
日
）

日
（
日
）
か
ら
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地
及
び
指
揮
所
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
川
西
市
）
に
お
い
て
中
部
方
面
隊
が
実
施
す
る
平
成
二

十
八
年
度
方
面
対
向
指
揮
所
演
習
に
参
加
し
、
連
隊
の
指
揮
幕
僚
活
動
能
力
向

上
を
図
っ
た
。
本
指
揮
所
演
習
は
、
方
面
総
監
の
統
制
に
よ
る
第
十
三
旅
団
と

第
十
四
旅
団
と
の
対
向
方
式
で
行
わ
れ
た
。

本
指
揮
所
演
習
に
先
立
ち
、
段
階
的
に
ゲ
ー
マ
ー
要
員
を
練
成
す
る
と
と
も

に
Ｃ
Ｐ
Ｘ
を
積
み
重
ね
計
画
を
策
定
し
準
備
を
完
整
し
た
。
二
月
二
十
一
日
に

状
況
が
開
始
さ
れ
前
進
を
開
始
し
た
。
戦
況
が
激
烈
・
熾
烈
を
極
め
る
中
、
第

十
四
旅
団
長
柴
田
陸
将
補
か
ら
主
攻
撃
を
命
じ
ら
れ
、
名
誉
と
誇
り
を
胸
に
、

強
大
な
敵
と
交
戦
し
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
。

連
隊
は
、
旅
団
長
の
期
待
に
応
え
、
主
動
的
に
行
動
す
る
中
、
二
十
三
日
状

況
終
了
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
混
成
団
長
に
視
察
・
激
励
を
頂
い
た
。

今
演
習
を
通
じ
得
ら
れ
た
成
果
を
更
に
進
化
さ
せ
指
揮
幕
僚
活
動
能
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
。

十
四
旅
団
の
作
戦
に

大
き
く
貢
献
す
る
！



第３１号 か け は し（４）

第

四

陸

曹

教

育

隊

隊
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十

二
日
（
日
）
、
あ
い
ば
野
演
習
場
基

本
射
場
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
平

成
二
十
八
年
度
団
射
撃
競
技
会
に
お

い
て
、
混
成
団
隷
下
五
個
部
隊
が
参

加
す
る
中
、
優
勝
し
堂
々
の
二
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
。

第
百
八
十
七

期
陸
曹
上
級
課

程
で
は
、
一
月

二
十
五
日
小
銃

分
隊
の
攻
撃
を

実
施
、
入
校
し

て
ま
だ
日
も
浅

く
課
程
教
育
で

最
初
の
戦
闘
訓

練
の
為
、
戸
惑

い
な
が
ら
も
気

合
十
分
で
訓
練

に
励
ん
で
い
た
。

共
通
教
育
中

隊
第
百
三
十
期

陸
曹
候
補
生
課

程
で
は
、
二
月

二
日
雪
が
舞
う

中
、
武
走
障
害

走
を
実
施
し
た
。

学
生
達
は
風

雪
を
吹
き
飛
ば

す
熱
気
と
気
合

で
走
り
抜
い
た
。

普
通
科
教
育

中
隊
第
百
三
十

期
一
次
陸
曹
候

補
生
課
程
で
は
、

一
月
二
十
七
日

体
力
検
定
を
実

施
、
学
生
達
は

寒
風
吹
き
す
さ

ぶ
中
、
半
袖
短

パ
ン
で
検
定
に

挑
み
全
員
合
格

を
目
指
し
た
。

隊
（
隊
長

井
川
二
陸
佐
）
は
、

一
月
よ
り
新
た
に
陸
曹
候
補
生
課
程

及
び
陸
曹
上
級
課
程
の
教
育
を
開
始
、

昨
年
よ
り
引
き
続
き
教
育
を
実
施
中

で
あ
る
英
語
課
程
を
併
せ
て
現
在
四

個
期
計
三
百
九
十
八
名
の
教
育
を
実

施
中
で
あ
る
。
な
お
、
昨
年
よ
り
教

育
を
実
施
し
て
い
た
、
最
先
任
上
級

曹
長
集
合
教
育
二
十
一
名
の
隊
員
が

二
月
九
日
に
教
育
を
終
了
し
原
隊
に

帰
隊
し
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊

新
入
隊
員
教
育
基
幹
要
員
集
結

大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
約
三

週
間
に
わ
た
り
、
平
成
二
十
八
年
度
自
衛

官
候
補
生
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
教

育
基
幹
要
員
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

今
年
は
、
中
方
管
内
の
各
部
隊
か
ら
五

十
一
名
の
隊
員
が
参
加
し
、
春
か
ら
開
始

さ
れ
る
新
入
隊
員
教
育
に
万
全
を
期
す
た

め
準
備
訓
練
を
実
施
し
、
認
識
の
統
一
を

図
っ
た
。

訓
練
開
始
に
伴
い
大
隊
長
は
「
啐
啄
」

「
活
模
範
た
れ
」
を
要
望
事
項
と
し
、
基

幹
要
員
を
激
励
し
た
。

来
年
度
は
約
五
〇
〇
名
を
越
え
る
若
者

達
が
大
津
駐
屯
地
の
門
を
叩
く
予
定
で
あ

る
。大

隊
一
同
一
致
団
結
を
し
て
準
備
を
進

め
、
教
育
を
実
施
し
て
い
く
。

配置予定者・支援教官助教集合訓練 ～情熱と愛情をもって～

訓練視察中の大隊長

歩哨訓練指導法 武器訓練指導法基本教練指導法

共通中隊 武走障害走上曹中隊 小銃分隊の攻撃 普通科中隊 体力検定

平
成
二
十
八
年
度
最
後
の
課
程
教
育
開
始

祝 小火器射撃競技会優勝



第３１号 か け は し（５）

第
一
一
〇
教
育
大
隊

修了証書の授与営内居室の見学（徳島地本）

大
隊
（
大
隊
長

増
田
二
陸
佐
）
は
、

平
成
二
十
八
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
八
年

度
予
備
自
衛
官
補
招
集
教
育
訓
練
（
延
べ

一
七
二
名
）
及
び
予
備
自
衛
官
（
技
能
）

招
集
訓
練
（
延
べ
四
十
四
名
）
を
実
施
中

の
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日
を

も
っ
て
今
年
度
の
訓
練
を
全
て
終
了
し
た
。

中
四
国
を
中
心
に
近
畿
・
東
海
か
ら
や

る
気
に
満
ち
溢
れ
た
隊
員
が
出
頭
し
訓
練

に
励
み
、
今
年
度
に
お
い
て
は
八
名
の
予

備
自
衛
官
補
の
隊
員
が
全
て
の
訓
練
を
修

了
し
、
三
名
が
自
衛
官
に
、
五
名
が
予
備

自
衛
官
と
し
て
今
後
活
躍
す
る
予
定
で
あ

る
。

予
備
自
衛
官
補
等

招
集
訓
練
終
了

平
成
二
十
九
年
度

入
隊
予
定
者
見
学
支
援

大
隊
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日

に
兵
庫
地
本
、
二
月
七
日
に
岡
山
・
徳
島

地
本
、
二
十
日
に
高
知
地
本
が
実
施
す
る

入
隊
予
定
者
に
対
す
る
部
隊
見
学
を
支
援

し
た
。

部
隊
見
学
に
は
、
合
わ
せ
て
六
十
一
名

の
入
隊
予
定
者
が
参
加
し
、
大
隊
及
び
新

隊
員
教
育
の
概
要
説
明
を
受
け
、
営
内
居

室
等
を
見
学
し
た
。
入
隊
予
定
者
は
、
真

剣
な
眼
差
し
で
説
明
等
を
聞
き
「
実
際
に

生
活
す
る
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
勉
強
に
な
っ
た
。
」
と
入
隊
に
対
す
る

決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日
付
で
第
五
代
中
部
方

面
混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
ま
し
た
和
田
准

尉
で
す
。
歴
代
先
輩
方
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
自
分
に

で
き
る
事
を
考
え
、
混
成
団
長
を
補
佐
し
、
准
曹
士
の

最
上
位
者
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
努
力
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

私
の
信
条
は
「
プ
ロ
意
識
」
・
「
感
謝
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
「
プ
ロ
意
識
」
は
組
織
か
ら
必
要
と
さ
れ
、

結
果
を
出
す
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
同
じ
様
に
、
国
民
、
部

隊
ま
た
隊
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
自
衛
官
で
あ
り
た
い
で

す
。
「
最
先
任
に
聞
け
ば
何
で
も
分
か
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
「
プ
ロ
意
識
」
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
感
謝
」
は
私
一
人
の
力
だ
け
で
は
こ
の
地
位
を

与
え
て
頂
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
司
、
同

僚
そ
し
て
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
関
わ
っ
て
頂
い
た
方
々
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に

な
る
方
々
す
べ
て
の
方
に
「
感
謝
」
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
座
右
の
銘
は
「
力
・
必
・
達
」
こ
れ
は
「
努

め
れ
ば
必
ず
達
成
で
き
る
」
と
読
み
ま
す
。
こ
れ
は
高

校
の
恩
師
の
言
葉
で
三
十
年
以
上
、
肝
に
銘
じ
て
き
ま

し
た
。
努
力
の
無
い
と
こ
ろ
に
結
果
は
出
な
い
と
い
う

気
持
ち
で
、
「
プ
ロ
意
識
」
・
「
感
謝
」
を
貫
く
た
め

心
に
留
め
て
参
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
最
先
任
上
級
曹
長

昨
年
六
月
か
ら
混
成
団
に

任
期
付
自
衛
官
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
光
田
士
長
を
紹
介

し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
衛
官
と

し
て
、
一
年
以
上
勤
務
し
、

満
五
十
三
歳
未
満
の
者
が
退

職
時
の
階
級
で
採
用
さ
れ
勤

務
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

現
在
光
田
士
長
は
、
団
本
部

広
報
室
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

主
な
勤
務
内
容
は
、
各
種

行
事
の
写
真
撮
影
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
更
新
等
で
す
。

元
自
衛
官
と
し
て
の
知
識

と
自
衛
隊
以
外
の
職
場
で
得

た
経
験
を
活
か
し
て
、
広
報

室
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

☆

出
身
地

岡
山
県

☆

趣

味

ス
ポ
ー
ツ
全
般

☆

好
き
な
食
べ
物

柿
ピ
ー

任
期
付
自
衛
官
の
紹
介


